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──われわれの民主主義の活性化のために──




















































































































































































































































































































































































condition on which God hath given liberty to man is eternal vigilance.）」
と述べている。さらに，トマス・ペインも同様な考えを「自由の恵みを受けよ
うと期待するものは，勇気ある男たちのように，自由を支える疲労に耐えなけ
ればならない。（Those who expect to reap the blessings of freedom must,
like men, undergo the fatigue of supporting it.）」と述べている。このよう
に，民主主義と自由は，民衆の絶え間ない努力によって支えられねばならない
のである。「良き人々が何もなさないとき，悪が栄える（Evil prospers when

















































から独立した Institute for Policy Studies や Transnational Institute などの
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⑵ ABCC や放影研については，9）の p.16や 3）の p.50を参照。IAEA に関して




































32 10）のペティットの回答である“Joining the Dots”中の第 7章“Liberty and
Republicanism”の“The Republican View of Liberty”という見出しのついた
節の冒頭に明確な説明がある。
33 この段落は，12）の p.277によっている。
34 以上の eternal vigilance については Eternal Vigilance is the Price of Liberty
というサイト http : //freedomkeys.com/vigil.htm が便利である。
35 6）の第 1章の 3節によっている。
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